







序　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　
第 1章　エクリチュールと横断性　―― 内部と外部の二重化　
　　　　　　　　　・エクリチュールとパロール                                  
　　　　　　　　　・横断性








　　　　　　　　　・コラージュにおけるジレンマ                                
　　　　　　　　　・パピエ・コレとトロンプ＝エスプリ　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　                           




























　　　　―― 理性的秩序と野性的秩序の二重性　　    　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　・「平台型絵画平面」                                      　
　　　　　　　　　・解離性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　第 1 節　理性的秩序　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　
























































































































東浩紀著『動物化するポストモダン オタクから見た日本社会』講談社、2001 年 11月、p.108-125
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3 ロラン・バルト著、石川美子訳『零度のエクリチュール』みすず書房、2008 年 4月
4 ジャック・デリダ著、林好雄訳『声と現象』筑摩書房、2005 年 6月
5 東浩紀『存在論的、郵便的　ジャック・デリダについて』新潮社、1998 年 10月、p.21





























































9 註 8 に同じ
10 註 8 に同じ
11 エルヴィン・パノフスキー著、木田元、川戸れい子、上村清雄訳『〈象徴形式〉としての遠近法』筑
摩書房、2009 年 2月
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13 Gottfried Boehm, “Die Wiederkehr der Bilder”, in : Was ist ein Bild?, hrsg. v. G. Boehm, München, 1994, p.355
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東京芸術大学大学美術館　
























242.6 × 177.8 × 124.5 cm
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17 註 16 に同じ
18 Rosalind E. Krauss, “Rauschenberg and the Materialized Image”, in OCTOBER FILES 4: Robert Rauschenberg, 



































ら 12 年までの「分析的キュビスム（Analytical Cubism）」であり、後期が、1912 年春頃か


































































































27 註 24 に同じ
















































































































開催された＜アッサンブラージュの芸術（The Art of Assemblage）＞展をきっかけとして、
広く認知されるようになった。現在、アッサンブラージュは立体作品の技法名として定着
しており、例えば、デュシャンが 1913 年に制作した《自転車の車輪》（図 1-16）は、最初
期のアッサンブラージュ作品の一つである。この作品では、自転車の部品である車輪がひ
っくり返され、スツールの座面に取り付けられている。





























世紀美術によって提起された、リアリティの在り方（the nature of reality）と絵画自身の在り方（the 





36 註 34 に同じ
37 そのサイツへの応答として、アラン・カプロウ（Alan Kaprow, 1927~2006 年）はアッサンブラージュを、
「環境芸術（Environment）」「アクション（Action）」「イヴェント（Event）」「ハプニング
（Happening）」といった、新しい表現形態に応用している。





















































































42 The Art of Assemblage: A Symposium, in “Essay on Assemblage”, ed. James Leggio and helen M. Franc, Studies
























































































































































































































































































































































































































































































ロック（Jackson Pollock、1912〜56 年）、マーク・ロスコ（Mark Rothko, 1903〜70 年）、



































































































































































秩序 姿勢 基礎理論 指向性
第一の位相 理性的 垂直 モダニズム＝
フォーマリズム
還元
第二の位相 野性的 水平 平台 受容
・イメージの受容器






















































































































































22 Robert Rauschenberg, “Random Order”, in Location 1, New York,  no.1(spring 1963), p.27-31
23 註 1、p.184


















と、ポロックの《One：ナンバー 31, 1950》（図 2-6、p.45）に似ている。しかしポロック
25 東野芳明編著「（Ⅱ）象に作品をくくりつけたり……」『つくり手たちとの時間―現代美術の冒険











































































































子、布のストライプや規則正しいパターンは、第 2 章第 1節で論じたフランク・ステラや、
アグネス・マーティン（Agnes Martin、1912〜2004 年）らの抽象絵画をイメージしている。



























































































たのではないか、ということだ。特にそれは、第 1 章第 1節で取りあげた大観の《村童観
猿翁》（図 1-5）や、川合玉堂（1873〜1957 年）の《二日月》（図 3-10）のように、透視







































































　そして次に、第 2 章との関連について解説していきたい。第 2 章では、レオ・スタイン
バーグが提唱した「平台型絵画平面」を、「解離」という言葉を使って論述した。解離と
は、一つの絵画平面が異質な二つの秩序によって成り立っていることであり、一つが理性
的秩序、もう一つが野性的秩序である。第 2 章第 1節で論じた理性的秩序とは、モダニズ
ム＝フォーマリズムのことであり、自作《Untitled》（図 3-6）は、バーネット・ニューマ
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2014 年



































象を受容し、イメージを制作することを試みた。これは、第 2 章第 2節で論じた野性的秩
序と関連している。
・パターンと偶然性


















　以上のように、第 3 作品は、《西本願寺三十六歌仙 重之集》（図 3-17）や《燕子花図屏
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